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研究 

概要 

植物色素合成に関わる酵素反応を解明しそれらを応用することで、化合物群を合成しその機

能性を探る 

 

研究シーズの内容 
植物がもつ色素化合物群は、食の彩りに利

用されたり、天然の食品添加物として利用され

ている。近年では、それらの色素化合物が人に

とって有用な機能を有していることが報告されて

おり、それらの機能性が注目されている。また、

植 物 色 素 の 中 に は 、 そ の 分 子 構 造 内 に

dopamine や DOPA、GABA のような動物の神

経伝達に関わる化合物の構造を有しているもの

もあり、それらの機能性が注目される。 

しかし、これらの色素化合物は、主成分でな

いものも多く存在しており、植物材料から抽出・

精製すのには多大な労力を有する。 

そこで、これらの合成に関わる酵素反応を明

らかとすることで、これらの化合物を酵素学的に

合成する系を確立し、それらの機能性を検討する試みを行っている。 

また、酵素反応を利用することによって、基質を変化させることで、これらの化合物のアナログを合成

することで、植物には極微量にしか存在しない、または、自然界には存在しない化合物を合成することも

目指している。 

研究シーズの応用例・産業界へのアピールポイント 
食品に含まれる植物色素の機能性を解析することで、食品業界への貢献を目指します。 
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